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(57)【要約】
【課題】投写距離とズーム度合いの両方に応じて投写画
像の明るさを調整することが可能なプロジェクタ等を提
供すること。
【解決手段】プロジェクタ１００が、ズーム調整部１９
６を有する投写部１９０と、投写距離と、ズーム調整部
１９６によるズーム調整値と、投写画像のサイズとが対
応付けられた投写サイズデータ１４２と、前記サイズと
ランプ１９２の制御値とが対応付けられた制御データ１
４４とを記憶する記憶部１４０と、前記投写距離と、前
記ズーム調整値と、投写サイズデータ１４２とに基づき
、前記サイズを決定するサイズ決定部１６０と、前記サ
イズと、制御データ１４４とに基づき、前記制御値を決
定するとともに、当該制御値に基づき、ランプ１９２を
制御することにより、前記投写画像の明るさを調整する
制御部１３０とを含んで構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズーム調整部を有する投写部と、
　投写距離と、前記ズーム調整部によるズーム調整値と、投写画像のサイズとが対応付け
られた投写サイズデータと、前記サイズと光源の制御値とが対応付けられた制御データと
を記憶する記憶部と、
　前記投写距離と、前記ズーム調整値と、前記投写サイズデータとに基づき、前記サイズ
を決定するサイズ決定部と、
　当該サイズ決定部によって決定された前記サイズと、前記制御データとに基づき、前記
制御値を決定するとともに、当該制御値に基づき、前記光源を制御することにより、前記
投写画像の明るさを調整する制御部と、
　を含むことを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクタにおいて、
　前記投写部は、フォーカス調整部を含み、
　前記サイズ決定部は、前記フォーカス調整部によるフォーカス調整値に基づき、前記投
写距離を把握することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項３】
　請求項１に記載のプロジェクタにおいて、
　前記投写距離を測定するセンサーを含み、
　前記サイズ決定部は、前記センサーによる測定値に基づき、前記投写距離を把握するこ
とを特徴とするプロジェクタ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のプロジェクタにおいて、
　前記記憶部は、前記光源の明るさの設定に関する設定データを記憶し、
　前記制御データは、前記設定ごとの前記制御値を示し、
　前記制御部は、前記サイズと、前記制御データと、前記設定データとに基づき、前記サ
イズおよび前記設定に応じて前記制御値を決定することを特徴とするプロジェクタ。
【請求項５】
　ズーム調整部を有する投写部と、投写距離と、前記ズーム調整部によるズーム調整値と
、投写画像のサイズとが対応付けられた投写サイズデータと、前記サイズと光源の制御値
とが対応付けられた制御データとを記憶する記憶部とを含むプロジェクタのコンピュータ
により読み取り可能なプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　前記投写距離と、前記ズーム調整値と、前記投写サイズデータとに基づき、前記サイズ
を決定するサイズ決定部と、
　当該サイズ決定部によって決定された前記サイズと、前記制御データとに基づき、前記
制御値を決定するとともに、当該制御値に基づき、前記光源を制御することにより、前記
投写画像の明るさを調整する制御部として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　ズーム調整部を有する投写部を含むプロジェクタのコンピュータにより読み取り可能な
情報記憶媒体であって、かつ、プログラムと、投写距離と、前記ズーム調整部によるズー
ム調整値と、投写画像のサイズとが対応付けられた投写サイズデータと、前記サイズと光
源の制御値とが対応付けられた制御データとを記憶した情報記憶媒体であって、
　前記プログラムとして、前記コンピュータを、
　前記投写距離と、前記ズーム調整値と、前記投写サイズデータとに基づき、前記サイズ
を決定するサイズ決定部と、
　当該サイズ決定部によって決定された前記サイズと、前記制御データとに基づき、前記
制御値を決定するとともに、当該制御値に基づき、前記光源を制御することにより、前記
投写画像の明るさを調整する制御部として機能させるためのプログラムを記憶した情報記
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憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投写画像の明るさを調整する機能を有するプロジェクタ、プログラムおよび
情報記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロジェクタのランプの輝度が同じ場合、投写画像のサイズが小さくなるほど投写画像
は明るくなる。例えば、ユーザーが、小さな会議室等でプロジェクタを使用する場合、投
写画像のサイズが小さい状態で必要以上に明るい画像を投写している場合がある。このよ
うな場合、ユーザーは、ランプの輝度を手動で調整する必要があり、手間がかかっていた
。
【０００３】
　また、一般的に、必要以上に高輝度の画像が投写されている場合、プロジェクタのラン
プが短命化し、ランプの温度上昇によるファンノイズによってユーザーに不快感を与える
場合があった。
【０００４】
　投写画像の明るさを調整する手法として、特開平６－８６１１１号公報では、接眼レン
ズの繰り出し量を検出し、投写距離が遠い場合に光源の輝度を高くするプロジェクタが提
案されている。また、投写画像の明るさを調整する別の手法として、特開平１１－６９２
６４号公報では、ズームレンズのズーム比データを用いて明るさを制御する液晶プロジェ
クタが提案されている。
【特許文献１】特開平６－８６１１１号公報
【特許文献２】特開平１１－６９２６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、投写画像の明るさは、投写距離とズーム度合いの両方に応じて変化するため、
投写距離とズーム度合いの両方に応じて投写画像の明るさを調整する必要がある。
【０００６】
　本発明の目的は、投写距離とズーム度合いの両方に応じて投写画像の明るさを調整する
ことが可能なプロジェクタ、プログラムおよび情報記憶媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明に係るプロジェクタは、ズーム調整部を有する投写部
と、投写距離と、前記ズーム調整部によるズーム調整値と、投写画像のサイズとが対応付
けられた投写サイズデータと、前記サイズと光源の制御値とが対応付けられた制御データ
とを記憶する記憶部と、前記投写距離と、前記ズーム調整値と、前記投写サイズデータと
に基づき、前記サイズを決定するサイズ決定部と、当該サイズ決定部によって決定された
前記サイズと、前記制御データとに基づき、前記制御値を決定するとともに、当該決定値
に基づき、前記光源を制御することにより、前記投写画像の明るさを調整する制御部と、
を含むことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係るプログラムは、ズーム調整部を有する投写部と、投写距離と、前記
ズーム調整部によるズーム調整値と、投写画像のサイズとが対応付けられた投写サイズデ
ータと、前記サイズと光源の制御値とが対応付けられた制御データとを記憶する記憶部と
を含むプロジェクタのコンピュータにより読み取り可能なプログラムであって、前記コン
ピュータを、前記投写距離と、前記ズーム調整値と、前記投写サイズデータとに基づき、
前記サイズを決定するサイズ決定部と、当該サイズ決定部によって決定された前記サイズ
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と、前記制御データとに基づき、前記制御値を決定するとともに、当該決定値に基づき、
前記光源を制御することにより、前記投写画像の明るさを調整する制御部として機能させ
ることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る情報記憶媒体は、ズーム調整部を有する投写部を含むプロジェクタ
のコンピュータにより読み取り可能な情報記憶媒体であって、かつ、プログラムと、投写
距離と、前記ズーム調整部によるズーム調整値と、投写画像のサイズとが対応付けられた
投写サイズデータと、前記サイズと光源の制御値とが対応付けられた制御データとを記憶
した情報記憶媒体であって、前記プログラムとして、前記コンピュータを、前記投写距離
と、前記ズーム調整値と、前記投写サイズデータとに基づき、前記サイズを決定するサイ
ズ決定部と、当該サイズ決定部によって決定された前記サイズと、前記制御データとに基
づき、前記制御値を決定するとともに、当該決定値に基づき、前記光源を制御することに
より、前記投写画像の明るさを調整する制御部として機能させるためのプログラムを記憶
したことを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、プロジェクタは、投写距離とズーム調整値に基づいて投写画像のサイ
ズを決定し、当該サイズに応じて光源の明るさを調整することにより、投写距離とズーム
度合いの両方に応じて投写画像の明るさを調整することができる。
【００１１】
　また、前記投写部は、フォーカス調整部を含み、前記サイズ決定部は、前記フォーカス
調整部によるフォーカス調整値に基づき、前記投写距離を把握してもよい。
【００１２】
　これによれば、プロジェクタは、フォーカス調整値に基づいて効率的に投写距離を把握
することができる。
【００１３】
　また、前記プロジェクタは、前記投写距離を測定するセンサーを含み、前記サイズ決定
部は、前記センサーによる測定値に基づき、前記投写距離を把握してもよい。
【００１４】
　これによれば、プロジェクタは、フォーカス調整機能を有さない場合であっても、セン
サーを用いて投写距離を把握することができる。
【００１５】
　また、前記記憶部は、前記光源の明るさの設定に関する設定データを記憶し、前記制御
データは、前記設定ごとの前記制御値を示し、前記制御部は、前記サイズと、前記制御デ
ータと、前記設定データとに基づき、前記サイズおよび前記設定に応じて前記制御値を決
定してもよい。
【００１６】
　これによれば、プロジェクタは、光源の明るさの設定（例えば、輝度モード、動作モー
ド等の設定）に応じて適切な明るさで画像を投写することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明をプロジェクタに適用した場合を例に採り、図面を参照しつつ説明する。
なお、以下に示す実施例は、特許請求の範囲に記載された発明の内容を何ら限定するもの
ではない。また、以下の実施例に示す構成のすべてが、特許請求の範囲に記載された発明
の解決手段として必須であるとは限らない。
【００１８】
　（第１の実施例）
　図１は、第１の実施例におけるプロジェクタ１００の機能ブロック図である。
【００１９】
　プロジェクタ１００は、ユーザーの操作情報を入力する操作部１１０と、ＰＣ(Persona
l Computer)等から画像情報を入力する画像情報入力部１２０と、画像情報に基づき、画
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像を生成する画像生成部１５０と、画像を投写する投写部１９０と、種々の制御を行う制
御部１３０と、種々のデータを記憶する記憶部１４０と、ズーム調整値等に基づいて投写
画像のサイズを決定するサイズ決定部１６０とを含んで構成されている。
【００２０】
　また、投写部１９０は、光源の一種であるランプ１９２と、投写レンズ１９４と、ユー
ザーの操作に応じて画像のズーム率を調整するズーム調整部１９６と、オートフォーカス
機能を有するフォーカス調整部１９８とを含んで構成されている。
【００２１】
　また、記憶部１４０は、投写サイズデータ１４２、制御データ１４４、設定データ１４
６等を記憶している。なお、設定データ１４６は、ランプ１９２の明るさの設定（例えば
、輝度モード、動作モード等の設定）に関するデータである。ここでは、設定データ１４
６に輝度モードが設定されているものとする。
【００２２】
　ここで、投写サイズデータ１４２と制御データ１４４についてより詳細に説明する。図
２は、第１の実施例における投写サイズデータ１４２の一例を示す図である。投写サイズ
データ１４２は、投写距離と、ズーム調整部１９６によるズーム率（ズーム調整値）と、
投写画像のサイズとが対応付けられたデータである。
【００２３】
　例えば、ズーム率が小（テレ）で投写距離が近距離の場合のサイズは１であり、ズーム
率が小で投写距離が遠距離の場合のサイズは３であり、ズーム率が大（ワイド）で投写距
離が近距離の場合のサイズは３であり、ズーム率が大で投写距離が遠距離の場合のサイズ
は５である。なお、図２におけるサイズは相対値で表されているが、実際のサイズを示す
数値（例えば、１００インチ等）であってもよい。サイズ決定部１６０は、投写サイズデ
ータ１４２を参照することにより、投写距離とズーム率から投写画像のサイズを決定する
ことができる。
【００２４】
　次に、制御データ１４４について説明する。図３は、第１の実施例における制御データ
１４４の一例を示す図である。制御データ１４４は、投写画像のサイズと、設定データ１
４６の設定（ここでは、輝度モード）と、ランプ１９２の制御値とが対応付けられたデー
タである。
【００２５】
　例えば、投写サイズが１で低輝度モードの場合の制御値は１であり、投写サイズが５で
低輝度モードの場合の制御値は３であり、投写サイズが１で高輝度モードの場合の制御値
は２であり、投写サイズが５で高輝度モードの場合の制御値は４である。なお、図３にお
ける制御値は相対値で表されているが、実際のランプ１９２の駆動電圧等を示す数値（例
えば、５ボルト等）であってもよい。制御部１３０は、制御データ１４４を参照すること
により、投写画像のサイズと輝度モードから制御値を決定することができる。
【００２６】
　なお、プロジェクタ１００の各部の機能を実装するためのハードウェアとしては、例え
ば、以下のものが採用されてもよい。例えば、操作部１１０としては、ボタン、リモート
コントローラ等、画像情報入力部１２０としては画像入力端子等、制御部１３０、サイズ
決定部１６０としてはＣＰＵ等、記憶部１４０としてはＲＡＭ等、画像生成部１５０とし
ては画像処理回路等が採用されてもよい。
【００２７】
　また、プロジェクタ１００は、これらの各部の機能を実装するためのプログラムを記憶
した情報記憶媒体２００から当該プログラムを読み取って各部の機能を実装してもよい。
また、記憶部１４０に投写サイズデータ１４２および制御データ１４４が記憶されていな
い場合、プロジェクタ１００は、上記プログラム、投写サイズデータ１４２および制御デ
ータ１４４を記憶した情報記憶媒体２００から投写サイズデータ１４２等を読み取って各
部の機能を実装してもよい。このような情報記憶媒体２００としては、例えば、ＣＤ－Ｒ
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ＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤＤ等を適用でき、そのプログラムの読み取
り方式は接触方式であっても、非接触方式であってもよい。
【００２８】
　次に、制御部１３０等を用いたプロジェクタ１００の明るさ調整手順について説明する
。図４は、第１の実施例における明るさ調整手順を示すフローチャートである。
【００２９】
　制御部１３０は、操作部１１０からのユーザーによる操作情報に基づき、輝度モードの
設定変更操作があったかどうかを判定する（ステップＳ１）。設定変更操作があった場合
、制御部１３０は、操作内容に応じて設定データ１４６を更新する（ステップＳ２）。こ
れにより、設定データ１４６に低輝度モード、高輝度モード等の設定が行われる。
【００３０】
　プロジェクタ１００は、一般的なキャリブレーション画像を投写し、ズーム調整部１９
６は、ユーザーの操作に応じてズーム率を調整し（ステップＳ３）、フォーカス調整部１
９８はユーザーの操作に応じて、あるいは、オートフォーカス機能によってフォーカス調
整を行う（ステップＳ４）。
【００３１】
　サイズ決定部１６０は、フォーカス調整部１９８によるフォーカス調整後のフォーカス
調整値に基づき、投写距離を把握する（ステップＳ５）。そして、サイズ決定部１６０は
、ズーム調整部１９６によるズーム調整後のズーム率（ズーム調整値）と、把握した投写
距離と、投写サイズデータ１４２に基づき、投写画像のサイズを決定する（ステップＳ６
）。
【００３２】
　制御部１３０は、サイズ決定部１６０によって決定された投写画像のサイズと、設定デ
ータ１４６で示される輝度モードと、制御データ１４４に基づき、ランプ１９２の制御値
を決定する（ステップＳ７）。
【００３３】
　そして、制御部１３０は、現在のランプ１９２の制御値と、新たな制御値を比較するこ
とにより、輝度調整の必要があるかどうかを判定し（ステップＳ８）、輝度調整の必要が
ある場合は新たな制御値に基づき、ランプ１９２の輝度を調整する（ステップＳ９）。
【００３４】
　以上の手順により一連のキャリブレーションが終了し、画像情報入力部１２０はＰＣ(P
ersonal Computer)等から画像情報を入力し、画像生成部１５０は当該画像情報に基づき
画像を生成し、投写部１９０はランプ１９２を発光させて画像を投写する（ステップＳ１
０）。
【００３５】
　以上のように、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、投写距離とズーム調整値に
基づいて投写画像のサイズを決定し、当該サイズに応じてランプ１９２の明るさを調整す
ることにより、投写距離とズーム度合いの両方に応じて投写画像の明るさを調整すること
ができる。
【００３６】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、フォーカス調整値に基づいて効率的
に投写距離を把握することができる。また、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、
設定データ１４６を用いることにより、ランプ１９２の明るさの設定に応じて適切な明る
さで画像を投写することができる。
【００３７】
　さらに、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、投写画像のサイズに応じた適切な
明るさで画像を投写することができるため、ユーザーの明るさ調整の手間を軽減し、ラン
プ１９２の寿命を延ばし、ファンのノイズも必要最低限に留めることができ、ユーザーの
満足度を高めることができる。
【００３８】
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　（第２の実施例）
　第１の実施例では、プロジェクタ１００はフォーカス調整機能を有していたが、フォー
カス調整機能を有さないプロジェクタであっても第１の実施例と同様の作用効果を奏する
ことが可能である。
【００３９】
　図５は、第２の実施例におけるプロジェクタ１０１の機能ブロック図である。プロジェ
クタ１０１は、フォーカス調整部１９８を有さず、投写距離を測定するセンサー１８０を
有する。なお、センサー１８０としては、赤外センサー等の距離を測定する機能を有する
種々のセンサーを採用可能である。
【００４０】
　サイズ決定部１６１は、センサー１８０の測定値から投写距離を把握し、ズーム調整部
１９６によるズーム率と、把握した投写距離と、投写サイズデータ１４２に基づき、投写
画像のサイズを決定する。その他の処理は第１の実施例と同様であるため、説明を省略す
る。
【００４１】
　本実施例によれば、プロジェクタ１０１は、フォーカス調整機能を有さない場合であっ
ても、センサー１８０を用いて投写距離を把握することができ、第１の実施例と同様の作
用効果を奏することができる。
【００４２】
　（その他の実施例）
　なお、本発明の適用は上述した実施例に限定されず、種々の変形が可能である。例えば
、プロジェクタ１００、１０１にＣＣＤセンサー等の撮像部を設け、制御部１３０が撮像
部の撮像情報に基づき、設定値よりも明るい場合は投写画像の明るさを暗く、設定値より
も暗い場合は投写画像の明るさを明るく調整してもよい。これによれば、プロジェクタ１
００、１０１は、投写画像に照明光や外光等の影響を反映することができるため、より適
切に明るさを調整することができる。
【００４３】
　また、設定データ１４６の設定は、輝度モードには限定されず、例えば、寿命重視、明
るさ重視等の種々の明るさに関する設定を採用可能である。また、投写サイズデータ１４
２、制御データ１４４の構成も図２および図３に示す例には限定されず、投写距離、ズー
ム率、投写サイズ等の区分数等は任意である。
【００４４】
　また、光源は、ランプ１９２には限定されず、例えば、ＬＥＤ(Light Emitting Diode)
等であってもよい。また、ズーム調整部１９６によって調整されるズーム調整値は、ズー
ム率には限定されず、例えば、ズームの変化率等のズーム度合いを示す種々の数値を採用
可能である。
【００４５】
　また、プロジェクタ１００は、液晶パネルを用いたプロジェクタには限定されず、例え
ば、ＤＭＤ（Digital Micromirror Device）を用いたプロジェクタ等であってもよい。な
お、ＤＭＤは米国テキサスインスツルメンツ社の商標である。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】第１の実施例におけるプロジェクタの機能ブロック図である。
【図２】第１の実施例における投写サイズデータの一例を示す図である。
【図３】第１の実施例における制御データの一例を示す図である。
【図４】第１の実施例における明るさ調整手順を示すフローチャートである。
【図５】第２の実施例におけるプロジェクタの機能ブロック図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１００、１０１　プロジェクタ、１１０　操作部、１２０　画像情報入力部、１３０　
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制御部、１４０　記憶部、１４２　投写サイズデータ、１４４　制御データ、１４６　設
定データ、１５０　画像生成部、１６０、１６１　サイズ決定部、１８０　センサー、１
９０　投写部、１９２　ランプ（光源）、１９４　投写レンズ、１９６　ズーム調整部、
１９８　フォーカス調整部、２００　情報記憶媒体

【図１】 【図２】

【図３】
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